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一　

は
じ
め
に

　

筑
波
大
学
は
、
一
九
七
三
年
の
開
学
以
来
多
く
の
障
害
学
生
を
受

け
入
れ
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
形
で
修
学
上
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
二
〇
〇
一
年
度
に
、
全
学
組
織
と
し
て
「
障
害
学
生
支
援
委

員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
個
別
の
支
援
か
ら
全
学
的
な
支
援
体
制
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
七
年
度
に
は
「
障

害
学
生
支
援
室（O

ffi
ce for Students w

ith D
isabilities:

Ｏ
Ｓ
Ｄ
）

が
発
足
し
、
支
援
体
制
の
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、筑
波
大
学
は
、障
害
学
生
支
援
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
「
障

害
科
学
に
裏
付
け
ら
れ
全
学
に
平
等
に
行
き
わ
た
る
支
援
体
制
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
学
に
障
害
科
学
を
専
門
と
す
る
研
究

ス
タ
ッ
フ
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ

く
支
援
ニ
ー
ズ
の
発
掘
と
、
よ
り
専
門
的
な
支
援
内
容
・
方
法
の
検

討
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

筑
波
大
学
で
は
、
こ
の
よ
う
な
特
色
を
活
か
し
て
障
害
学
生
支
援

に
関
す
る
一
連
の
研
究
を
積
極
的
に
行
い
、
そ
の
成
果
を
学
内
外
へ

広
く
発
信
す
る
場
と
し
て
、昨
年
度
よ
り
「
障
害
学
生
支
援
研
究
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
今
年
一
一
月
四
日
に
行
わ
れ
た

第
二
回
研
究
会
の
概
要
を
報
告
し
、
本
学
の
障
害
学
生
支
援
に
関
す

る
取
り
組
み
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
内
容
の
研
究
と
発
信

～
第
二
回
筑
波
大
学
障
害
学
生
支
援
研
究
会
よ
り
～

青 

柳 　

ま 

ゆ 

み

（
筑
波
大
学　

障
害
学
生
支
援
室
助
教
）

●
拠
点
校
の
取
組
●
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二　

第
二
回
筑
波
大
学
障
害
学
生
支
援
研
究
会
の
概
要

　

本
学
で
特
質
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
と
し
て
、
以
下
の
四
つ

の
発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
）
視
覚
障
害
学
生
支
援
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

（
青
柳
ま
ゆ
み
［
Ｏ
Ｓ
Ｄ
専
門
委
員
］、
視
覚
障
害
学
生
支
援
チ
ー
ム
学
生
）

　

視
覚
障
害
学
生
支
援
の
中
核
を
な
す
印
刷
物
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

化
や
、
そ
の
他
の
応
用
的
な
支
援
技
術
の
講
習
に
つ
い
て
、
五
年
間

の
実
践
を
通
し
て
開
発
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
具
体
的
な
内
容
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
学
生
の
支
援
者
養
成
は
全
国
的
な
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
他
大
学
で
も
実
践
可
能
な
汎
用

性
の
あ
る
内
容
に
変
更
し
、
提
案
し
て
行
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

（
２
）�

聴
覚
障
害
学
生
支
援
の
現
状
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

（
Ｃ
Ａ
Ｓ
）
の
開
発

（
原
島
恒
夫
［
Ｏ
Ｓ
Ｄ
専
門
委
員
］、
聴
覚
障
害
学
生
支
援
チ
ー
ム
学
生
）

　

複
数
の
聴
覚
障
害
学
生
に
対
す
る
通
訳
を
円
滑
に
行
う
た
め
に

は
、
支
援
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
作
業
が
必
須
で
す
。
従
来
よ
り
手

作
業
で
行
わ
れ
て
き
た
こ
の
作
業
を
一
部
自
動
化
す
る
た
め
に
開
発

さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
、
本
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
作
業
の
負
担
軽
減
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
状
で
は
筑
波
大
学
で
の
試
験
的
運
用
で
す
が
、
将
来
的
に
は
他

大
学
で
の
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

（
３
）
運
動
障
害
学
生
支
援
の
た
め
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス

（
山
中
克
夫
［
Ｏ
Ｓ
Ｄ
専
門
委
員
］、
運
動
障
害
学
生
支
援
チ
ー
ム
学
生
）

　

こ
れ
ま
で
の
支
援
実
績
を
基
に
、
系
統
的
支
援
を
行
う
た
め
の
初

期
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
項
目
作
成
と
プ
ロ
セ
ス
構
築
に
関
す
る
予
備
的

研
究
の
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
項
目
と
し
て
は
、
①
改
修
・
配
置
変
更
の
ニ
ー

ズ
、
②
機
器
購
入
・
設
置
の
ニ
ー
ズ
、
③
履
修
・
授
業
に
お
け
る
支

援
の
ニ
ー
ズ
、
④
移
動
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
、
専
門
教
員
が
入
学
決
定
後

の
早
い
段
階
で
行
う
一
次
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
、
支
援
チ
ー
ム
の
学
生

ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
実
際
の
学
生
生
活
場
面
に
照
ら
し

た
二
次
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
二
段
階
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
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（
４
）
障
害
科
学
類
障
害
者
特
別
選
抜
の
現
状
と
課
題

　

 

（
前
川
久
男
［
人
間
学
群
障
害
科
学
類
長
］）

　

筑
波
大
学
人
間
学
群
障
害
科
学
類
が
平
成
一
九
年
度
入
試
よ
り
導

入
し
て
い
る
障
害
者
特
別
選
抜
に
つ
い
て
、
実
施
の
経
緯
と
選
抜
基

準
の
概
要
、
本
取
り
組
み
の
意
義
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
特
別
選
抜
は
、
一
般
学
生
が
障
害
学
生
と
と
も
に
学
ぶ
こ

と
に
よ
る
教
育
的
効
果
と
、
障
害
学
生
が
自
立
し
た
障
害
者
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
育
つ
こ
と
の
双
方
を
期
待
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
回
目
と
な
る
今
回
は
、
障
害
学
生
支
援
の
一
層
の
充
実
を
目

指
し
、
学
外
か
ら
も
講
師
を
お
招
き
し
て
先
駆
的
な
取
り
組
み
に
関

す
る
情
報
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
の
中
野
泰
志
氏
に
は
、
在
学
中
に
視
力
低
下
が
見

ら
れ
た
学
生
の
支
援
事
例
を
、筑
波
技
術
大
学
の
三
好
茂
樹
氏
に
は
、

音
声
認
識
技
術
や
通
信
技
術
を
駆
使
し
た
聴
覚
障
害
者
へ
の
情
報
保

障
に
関
す
る
最
新
の
研
究
動
向
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
小
越
真
一
朗
氏
に
は
、
障
害
学
生

修
学
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
取
り
組
み
と
、
全
国
の
障
害
学
生

支
援
の
現
状
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
教
育
講
演
「
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
発
達
障
害
学
生

の
理
解
と
支
援
」（
野
呂
文
行
［
筑
波
大
学
人
間
総
合
科
学
研
究
科
・

Ｏ
Ｓ
Ｄ
専
門
委
員
］）
に
お
い
て
は
、
発
達
障
害
学
生
が
困
難
さ
を

抱
え
る
具
体
的
な
場
面
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
困
難
を
補
う
た
め
の

様
々
な
支
援
方
法
と
課
題
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

三　

お
わ
り
に

　

筑
波
大
学
の
Ｆ
Ｄ
研
修
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
た
今
回
の
研
究
会
に

は
、
学
内
外
か
ら
約
一
〇
〇
名
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
障
害
学

生
支
援
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
貴
重
な
場
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
、
障
害
学
生
支
援
の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
た
研
究
的
取
り
組
み

を
継
続
し
、
情
報
の
発
信
に
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
医
学
や
体
育
を
含
む
様
々
な

学
類
と
研
究
科
に
障
害
学
生
が
在
籍
し

て
い
る
こ
と
、
障
害
科
学
の
み
な
ら
ず

多
領
域
の
研
究
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
総
合
大
学
と
し
て
の

本
学
の
特
色
を
生
か
し
て
、
よ
り
充
実

し
た
新
し
い
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

パソコン通訳の様子


